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令和３年度 神奈川県教科書用図書選定審議会（第１回） 

 

〈審議概要〉 

 

【司会（水沢指導主事）】 

 定刻になりましたので、ただいまから、令和３年度第１回神奈川県教科用図書選定審議会を始

めさせていただきます。 

開会に当たりまして、神奈川県教育委員会教育局支援部 部長 宮村から、御挨拶を申し上げ

ます。 

【宮村支援部長】 

 皆様、こんにちは。委員の皆様には、本当に年度始めのお忙しい中、そして、またこのコロナ

禍の中、お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 お出でいただいたこの県の総合教育センターですが、この４月にオープンということで、特に

５階の教育図書室、学校支援室は、ぜひ皆さん足を運んでいただいて、本当に貴重な成果物を手

軽に借りたり、閲覧したりすることができる素晴らしい施設だなと感じました。 

 また、これまで亀井野のほうに教育相談センターが入っていたのですが、今回ここに一元化さ

れました。７階には、カウンセリングや支援を行うようなスペースがあり、フロアに直接、相談

者の方がエレベーターで行けるような仕組みになっており、プライバシーも保護されています。

そのように、この施設の利用も本年度から始まっておりますので、ぜひ、皆様方も色々な機会に

ご利用いただければと思います。 

 さて、令和３年度神奈川県教科用図書選定審議会、本日第１回という事で、皆様方の机上には、

神奈川県教育委員会から委嘱状、あるいは任命状を置かせていただきました。今年度８月 31 日ま

での任期として、皆様方には委員をお願いしたいと思っております。 

 義務教育諸学校の教科用図書については、いわゆる無償措置法のもと、教科用図書の検定から

採択、使用までが定められています。 

 これは、明日を担う子どもたちの大事な義務教育の根幹を成す教科用図書は、全国で格差なく、

どこでもきちんと教科書が選ばれて使用されるようにという目的で定められた制度だと認識して

います。 

 この審議会についても、県教育委員会が県内の市町村教育委員会、国立学校、私立学校といっ

た採択権者に対して、指導・助言・援助をする時に、この審議会に諮問を行い、その答申を受け

ることが定められております。 

 今朝の朝刊にも教科書採択についての記事が出ていたのを御覧になったと思います。多くの県

民の人にとって公明、公正であること、静謐な環境できちんと採択事務が進むことを大切に進め

ていけたらと思っております。 
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 私の方から、２点皆さんにお伝えしたいことがあります。 

 一昨年度、小学校の教科書の新しい採択替えが大々的に行われました。また、昨年度は、令和

２年度の中学校の採択替えが行われました。新しい学習指導要領に基づいた大幅な変更がありま

した。予定ですと、今年度はそういった大幅な採択替えの年度には当たっておりませんで、４年

間同一の教科書を使うこととなっています。しかし、中学校の社会科（歴史的分野）においては、

令和元年度に国の検定に通らなかった一者の教科書が、令和２年度に改訂をして再申請を行い、

令和２年度に検定に合格したという状況が生まれ、３月 30 日付けの文部科学省の通知にてそのこ

とが示されました。 

 そうすると、今年度、中学校社会科（歴史的分野）については、それぞれの採択権者が改めて

教科書の調査研究をした上で、新たに検定に通ったその教科書を含めて、新たに採択をすること

ができる。もう少し言えば、昨年採択した教科書以外の教科書も含めて、採択替えを行うことが

可能であるということになりました。 

 したがいまして、今年度、皆様方に審議していただく我々からの諮問事項の中には、その中学

校の社会科の歴史の部分についての調査研究資料を、審議会のほうで作成するという項目が入っ

ております。 

 それから、もう１点お伝えしたいこととしては、最近よく報道されている、いわゆる「デジタ

ル教科書」についてです。これも今、国の有識者会議等で盛んに議論が行われています。今後ど

うなるか分かりませんが、デジタルといういわゆる ICT パソコン上で紙の教科書の代わりになる

ものをということで、今、研究、検討が進んでいるところです。 

 ただ、現段階においては、いわゆる「デジタル教科書」というのは正式な教科用図書の扱いに

はされておりません。まだそれを補完する教材という扱いでございます。今年度辺りから国がリ

ードして、各学校でその「デジタル教科書」を使ってみようという実証研究も始まっていいきま

すが、委員の皆様方には、今年度の採択や審議については、今まで通りの紙の教科書についてで

あるという御理解をいただければと思います。 

 長くなりましたが、私の方からお伝えさせていただきました。繰り返しになりますが、８月 31

日までの任期、重ね重ねどうぞよろしくお願いいたします。以上でございます。 

【司会（水沢指導主事）】 

それではお手元にございます資料をもとに御審議をお願いいたします。 

なお、委嘱状又は任命状の交付、各委員及び事務局の紹介につきましては、昨今の情勢を踏ま

え、感染防止の観点から机上配付に代えさせていただきます。 

まず、本日の日程でございますが、このあと、本審議会の趣旨説明、会長、副会長を選出する

際の座長の選出、そして、会長・副会長の選出をお願いいたします。 

選出いただきました後、支援部長から本審議会へ諮問させていただきます。その後の審議につ

いては、本審議会の会長に進行をお願いします。 
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なお、本日は諮問事項の(1)～(5)について、御審議いただきます。 

また、本日の審議会ですが、感染症予防対策を十分にとりましての進行といたします。定期的

に換気も行います。それでは、皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

はじめに、本審議会の趣旨を、子ども教育支援課長 古島 から御説明申し上げます。 

【古島子ども教育支援課長】 

子ども教育支援課長の古島でございます。よろしくお願いいたします。着座にて失礼いたしま

す。 

本審議会の趣旨等について説明させていただきます。「教科用図書選定審議会」につきまして

は、法令で定められたものですので、それらに関連した資料をもとに、説明いたします。 

お手元の「参考資料①」と表示している冊子の資料を御覧ください。こちらです。 

本審議会については、資料１にございます「教科用図書の無償措置に関する法律」、資料２に

ございます「教科用図書の無償措置に関する法律施行令」、資料３にございます「教科用図書選

定審議会の定数に関する条例」、資料４にございます「教科用図書選定審議会規則」、この４つ

の法律等に基づいて設置されております。 

はじめに２枚おめくりいただきまして、２ページ「資料１」をお開きください。 

本審議会は、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」の中段にございます第

11条第２項に基づいて設置されております。 

また、１つ上の、第 10 条にありますように、都道府県教育委員会の任務として、審議会の意見

を聞き、これをもとに市町村の教育委員会に対し採択に関しての指導・助言・援助を行っており

ます。 

次に、1枚おめくりいただきまして、５ページの「資料２」をお開きください。 

本審議会で御審議いただく内容については「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する

法律施行令」第８条に基づき、次に申し上げます２つの事項に関し、都道府県教育委員会の諮問

を受けて、調査審議し、必要に応じて建議することと、選定審議会の所掌する事務が規定されて

おります。 

１つ目は「市町村教育委員会等の教科用図書採択に関して、都道府県の教育委員会が行う採択

基準の作成、選定に必要な資料の作成その他指導、助言又は援助に関する重要事項」。 

２つ目といたしまして「都道府県の設置する義務教育諸学校において使用する教科用図書の採

択に関する事項」と定められております。 

以上の２点につきまして、委員の皆様に、御審議のうえ建議をいただくことが、本審議会を設

置する目的でございます。 

なお、諮問させていただく事項につきましては、後ほど、支援部長の宮村よりお伝えいたしま

す。 

最後に、本審議会における議事運営、ならびに議決について御説明いたします。 
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さらに２枚おめくりいただきまして、９ページの「資料５」「神奈川県教科用図書選定審議会

規則」をお開きください。第３条（会長及び副会長）の定めにしたがい、「審議会を主宰し、会

務を総理する」会長を１名、また「会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する」副会長を、このあと委員の皆様の互選により決めていただきます。 

会長及び副会長を中心に議事を進めていただき、第４条議事の第３項にございますように「審

議会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる」となっ

ております。 

以上、採択に関わりましての概要を、法令に基づきまして御説明申し上げました。 

なお、それぞれの具体に関しましては、この後の議事に関わる部分のところで、事務局から補

足を加えながら、御説明いたします。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

【司会（水沢指導主事）】 

それでは、このあと審議会に戻りたいと思いますが、お手元の参考資料１の９ページ「資料５」

をお開きください。 

審議会規則第３条に「会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により定める」とあります。 

本審議会では、例年、この互選に当たり、まず、座長を委員の皆様から選んでいただき、座長の

進行によりまして、審議会の会長、副会長を選出いただいております。 

したがいまして、最初に座長を選出したいと思いますが、いかがでしょうか。ありがとうござ

います。 

では、よろしければ事務局から提案したいと思いますが、よろしいでしょうか。《賛同多数》 

ありがとうございます。 

【事務局（久本指導主事）】 

では、事務局から提案させていただきます。会長、副会長の選出に当たりまして、座長を川崎

市教育委員会学校教育部宮前区・教育担当 担当課長 倉加野 滋（くらがの しげる）委員に

お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【司会（水沢指導主事）】 

ただいま、事務局から、座長として倉加野委員にお願いしたいとの提案がございましたが、いか

がでしょうか。《賛同多数》  

ありがとうございます。 

それでは、倉加野委員に座長として、会長、副会長の選出をお願いしたいと思います。 

倉加野委員、よろしくお願いいたします。 

【倉賀野座長】 

 皆さん、こんにちは。ただいま御指名をいただきました、川崎市教育委員会学校教育部宮前区・

教育担当の担当課長をしております倉加野 滋でございます。 

 皆様の御協力をいただき、座長を務めてまいりますので御協力をよろしくお願いいたします。 
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 それでは、座らせて進行させていただきます。 

では、あらためまして「資料５」審議会規則の第３条にありますように、「審議会に、会長及び

副会長各１名を置き、委員の互選により定める」ということになっております。 

第３条のとおり、どなたか、会長・副会長を務めていただける方がいらっしゃいましたら、御発

言をお願いいたします。いかがでしょうか。 

いらっしゃいませんので、事務局からお考えを御提示していただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

はい。事務局といたしましては、会長には、幅広い視野から審議を進めていただくという点か

ら、教育委員会の教育長に、副会長には、すべての子どもの学びに必要な特別支援の観点から、

特別支援学校の校長先生に、お願いしたいと考えております。 

したがいまして、会長に、藤沢市教育委員会 教育長 岩本 將宏（いわもと まさひろ）委員、

副会長に、県立武山養護学校 校長 礒部 恒夫（いそべ つねお）委員のお二人にお願いしたい

と思います。 

【倉賀野座長】 

それではただ今、事務局から、会長に、藤沢市教育委員会 教育長 岩本 將宏（いわもと ま

さひろ）委員、副会長に、県立武山養護学校 校長 礒部 恒夫（いそべ つねお）委員、お二人

について御提案いただきました。 

では、はじめに会長について、会長として岩本委員にお務めいただくことに、賛成の方は、拍手

をお願いいたします。〈拍手多数〉 

ありがとうございます。それでは、岩本委員に会長をお務めいただくこととします。よろしくお

願いいたします。 

続きまして、副会長として礒部委員にお務めいただくことに、賛成の方は、拍手をお願いいたし

ます。〈拍手多数〉 

ありがとうございました。礒部委員に副会長をお務めいただくこととします。 

これで、会長、副会長の選出を無事に終えることができました。御協力ありがとうございまし

た。 

それでは進行を事務局に戻します。 

【司会（水沢指導主事）】 

倉加野委員には座長として、円滑に会長、副会長を選出していただき、誠にありがとうございま

した。 

それでは、ここで、恐縮ですが、岩本会長、礒部副会長に席の御移動をお願いし、御挨拶をいた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それではまず、岩本会長 よろしくお願いいたします。 
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【岩本会長】 

皆様、こんにちは。会長という大役を仰せつかりました。藤沢市教育委員会教育長の岩本將宏

と申します。皆様方の御協力をいただき、議事を進行して参りたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

【司会（水沢指導主事）】 

岩本会長、ありがとうございました。 

続きまして、礒部副会長に御挨拶をお願いいたします。 

【礒部副会長】 

副会長を仰せつかりました、県立武山養護学校校長の礒部でございます。会長を補佐し、円滑

な議事運営に努めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

【司会（水沢指導主事）】 

 ありがとうございました。 

次に、本審議会への諮問に移りたいと思います。では、支援部長 宮村から、諮問をいたしま

す。 

お手元の審議会資料の１ページ「諮問事項」を御覧ください。 

【宮村支援部長】 

 神奈川県教科用図書選定審議会会長 殿 

令和４年度に義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択に関する事務についての指

導・助言・または援助について諮問です。 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第 10 条の規定により、市町村の教育委員

会及び公立を除く義務教育諸学校の校長の行う採択に関する事務について、指導・助言・または

援助を行いたいので、同法第 11条第１項の規定により、次の事項を諮問します。 

(1)令和４年度義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択について 

(2)教科用図書採択基準について 

(3)１つの市町村で教科用図書採択地区を構成している場合の採択方法について 

(4)教科用図書採択地区内に２以上の市町村が存する場合の採択方法について 

(5)令和４年度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点について 

(6)令和４年度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書選定に

係る調査研究資料「社会（歴史的分野）」について 

(7)県立特別支援学校の小学部及び中学部、並びに県立中等教育学校の前期課程において使用する

教科用図書の採択について 

答申いただきたい期限といたしましては、諮問事項（１）～（5）については４月下旬、（6）

については６月上旬、（7）については７月中旬までにお願できればと考えております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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【岩本会長】 

ただ今、支援部長から、７項目にわたる諮問を受けました。本日はこのうちの５項目について、

皆様方に御審議をいただくわけですが、審議が無事に終了しますよう、御協力をお願いいたしま

す。 

【司会（水沢指導主事）】 

では、ここからの進行は、岩本会長にお願いいたします。 

岩本会長、よろしくお願いいたします。 

【岩本会長】 

はじめに、教科書の採択に関する概要等について、事務局からの説明を受けて、審議を進めま

す。 

では、事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

それでは審議に入る前に少しお時間をいただき、「教科書採択の概要」について、説明いたし

ます。 

教科書は、「教科書の発行に関する臨時措置法」により、教科の「主たる教材」として位置づ

けられています。 

「教科書の採択」とは、学校で使用する教科書を決定することであり、その権限は、公立学校

で使用する教科書については、その学校を設置する市町村や、都道府県の教育委員会にあります。 

また、国立・私立学校で使用される教科書については、採択の権限は学校長にあります。 

教科書採択の方法は、義務教育である小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校の前期課

程及び特別支援学校の小・中学部の教科書については「教科用図書の無償措置に関する法律」、

いわゆる「無償措置法」によって定められています。 

それでは、お配りしている「参考資料」の２ページ「資料１」を御覧ください。 

先ほど、古島から御説明しましたが、本審議会は、その「教科用図書の無償措置に関する法律」

に基づいて設置されおり、県教育委員会が、県内義務教育諸学校の教科用図書採択に関して、採

択権者である市町村の教育委員会に対し、採択に係る指導・助言・援助をするに当たり、本審議

会に諮問し、その意見を聞いて進めます。 

本審議会の設置期間については、同法第 11 条の第２項で、『選定審議会は、毎年度、政令で定

める期間、都道府県に置く。』とされており、定数については、同じく第 11 条の第３項で、『選

定審議会は、条例で定める人数の委員で組織する。』と、あります。 

さて、本審議会を設置する具体的期間についてですが、参考資料５ページ「資料２」「義務教

育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令」を御覧ください。 

第７条（教科用図書選定審議会の設置期間）で、『教科用図書選定審議会（以下「選定審議会」

という。）を置く期間は、４月１日から８月 31日までとする。』と、されております。 
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したがいまして、本審議会も８月 31日までの期間、設置することになります。 

また、選定審議会の委員については、先ほど条例で定める人数で構成することを説明いたしま

した。具体的には、５ページ中段の同施行令の第９条、『選定審議会の委員は、次に掲げる者の

うちから、都道府県の教育委員会が任命する。この場合において、第１号に掲げる者のうちから

任命される委員の数は、委員の定数のおおむね３分の１になるようにしなければならない。』と、さ

れており、第１号として、『義務教育諸学校の校長及び教員』、第２号として、『都道府県の教育

委員会の事務局に置かれる指導主事その他、学校教育に専門的知識を有する職員並びに市町村の

教育委員会の委員、教育長及び事務局に置かれる指導主事その他学校教育に専門的知識を有する

職員』、第３号として、『教育に関し学識経験を有する者』と、委員の構成について、定められ

ています。 

審議会委員の定数については、８ページの資料３を御覧ください。 

「神奈川県教科用図書選定審議会委員の定数に関する条例」に『義務教育諸学校の教科用図書

の無償措置に関する法律第 11 第２項の規定に基づいて設置される神奈川県教科用図書選定審議会

の委員の定数は、15 人以上 20 人以内とする。』と、定められております。本年度の審議会では、

16名の皆様に委員をお願いしています。 

続いて、教科用図書の採択地区及び採択について、説明します。２ページを御覧ください。 

第 12 条第１項に、「都道府県教育委員会は、当該都道府県の区域について、市町村の区域又は

これらの区域を併せた地域に、教科用図書採択地区を設定しなければならない」とあります。 

続いて、13 ページを御覧ください。本県では現在、25 の教科用図書採択地区を設定しています。 

次に、採択について説明します。改めて２ページを御覧ください。 

第 13 条第１項に、「都道府県内の義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択は、第 10

条の規定によって、当該都道府県の教育委員会が行う指導、助言又は援助により、種目ごとに一

種の教科用図書について行うものとする」とあります。ここで言う「種目」というのは、教科ご

とに分類された単位のことです。 

また、第１項に関して、採択地区内に２つ以上の市町村がある場合については、３ページの第

13 条第４項及び第５項により、協議により規約を定め、使用する教科用図書の採択について協議

を行うための協議会を設け、協議の結果に基づき、種目ごとに同一の教科用図書を採択しなけれ

ばならないこととなっております。 

続いて、２ページ、第 13条第２項を御覧ください。 

県立の義務教育諸学校において使用する教科用図書については、あらかじめ選定審議会の意見

を聞いて、県教育委員会が採択することとなっています。 

したがいまして、県立の特別支援学校の小学部及び中学部並びに２校の県立中等教育学校の前

期課程において使用する教科用図書についても、本審議会の御意見をうかがうこととなります。 

さらに、同条第３項にございますとおり、県立の中等教育学校の前期課程において使用する教
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科用図書につきましては、学校ごとに選定し、県教育委員会が採択することとなっております。 

そして、これらにより採択した教科用図書に関しては、３ページにある第 14 条において定める

ところにより、使用する期間が４年となっております。 

６ページを御覧ください。この４年間という期間については、「無償措置法施行令 第 15 条第

１項」に定められています。 

なお、第２項には、採択期間内において採択した教科用図書の発行が行われないこととなつた

場合、その他の文部科学省令で定める場合には、新たに既採択教科用図書以外の教科用図書を採

択することができるとされています。 

また、「文部科学省令で定める場合」の一つとして、７ページ「義務教育諸学校の教科用図書

の無償措置に関する法律施行規則」第６条 第３項には、「教科用図書検定規則第十二条の規定

による再申請により文部科学大臣の検定を経て、新たに発行されることとなつた教科用図書があ

る場合」が示されています。 

令和２年度の教科書検定においては、中学社会（歴史的分野）において、再申請により、新た

に発行されることになった教科用図書がございました。したがって、中学社会（歴史的分野）に

ついては、採択替えを行うことが可能となっております。 

なお、今一度、６ページ第 15 条第１項を御覧ください。２行目に「学校教育法 附則 第９条

に規定する教科用図書」という記述がございますが、これは【諮問事項５】に関連しているため、

諮問事項５について審議していただく際に御説明します。ここまでが、教科用図書の採択地区及

び採択についての御説明でございます。 

続いて、９ページの資料５を御覧ください。 

本県における義務教育諸学校の採択については、「神奈川県教科用図書選定審議会規則」、中

ほどにあります「第５条第１項」に基づき、専門調査員会を設け、採択方針・観点に基づいて調

査研究を行い、その資料をまとめ、審議会に報告することとなっています。 

最後に資料 14ページから 16ページについて、簡単に説明します。 

14 ページには神奈川県内 19 箇所の教科書センターを掲載しています。本年度はこれらの会場を

中心に、６月 11 から７月 18 日までのいずれかの日より 14 日間、令和４年度に使用する教科書を

展示する予定です。 

15 ページの資料９には、令和２年度から５年度に公立小学校で使用する教科書一覧を、16 ペー

ジには、令和３年度から６年度に公立中学校で使用する教科書一覧と、県立中等教育学校の前期

課程、横浜市立南高等学校附属中学校、横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校附属中学

校及び川崎高等学校附属中学校で使用する教科書一覧を掲載しています。 

最後に、17 ページの資料 10 は、教科書と教科用図書の定義についてまとめまたものです。この

ことについても「諮問事項５」で説明いたします。以上です。よろしくお願いいたします。 
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【岩本会長】 

 概要について、委員の皆様に御理解いただけたことと思います。 

それでは、早速ですが諮問事項(1)「令和４年度義務教育諸学校で使用する教科用図書の採択に

ついて」、審議を行います。 

事務局、説明をお願いします。 

【事務局（久本指導主事）】 

それでは、審議会関係資料である「令和３年度神奈川県教科用図書選定審議会（第１回）資

料」、こちらの３ページを御覧ください。 

諮問事項(1)の「１ 令和４年度義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択について」

御説明いたします。 

(1)～(5)までの各ポイントについて説明します。 

(1)については、教科書は検定を通った教科書の一覧である「教科書目録」から採択すること、

学校教育法附則第９条図書の採択については、毎年度新たな図書を採択することができることを

示しています。 

(2)については、採択地区に設置される審議会等はすべての教科書について調査研究し、結果を

報告すること。 

(3)については、複数市町村で採択地区を構成する場合の手続きについて、予め規約等を定める、

ということです。 

(4)については、適正かつ公正な採択の確保及び、開かれた採択の推進を図る観点から、採択地

区における審議会等の委員名、教科書採択に係る情報について、積極的な公開に努めること等を

示しています。 

(5)については、採択に当たって、静謐な環境を確保するとともに、疑念の目が向けられること

のないよう関係者の意識の啓発に努めることについての考え方を明確に示したところです。 

(6)については、選定審議会の設置終了後に新たに採択する必要が生じた場合について示してい

ます。 

簡単にポイントのみ、説明いたしました。以上です。 

【岩本会長】 

ただいまの事務局の説明につきまして、質問、または御意見がある方はいらっしゃいますでし

ょうか。 

加藤委員。 

【加藤委員】 

 中教育事務所の加藤と申します。よろしくお願いします。 

 根本的なことを改めてお聞きすることになると思いますが、県教育委員会の方では、実際教科

書の採択をするのでしょうか。お願いします。 
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【岩本会長】 

 事務局、お願いいたします。 

【事務局（本間グループリーダー）】 

 では、事務局よりお答えいたします。御質問ありがとうございます。  

 県教育委員会としましては、県立の義務教育諸学校において使用する教科用図書について、あ

らかじめ選定審議会の皆様からの御意見を伺いまして、採択することとなっております。 

 したがいまして、県立の特別支援学校の小学部及び中学部、それから県内に２校あります県立

中等教育学校の前期課程において使用する教科用図書について採択することとなります。 

なお、中学社会・歴史的分野については、現在使用している教科用図書を継続して採択するこ

とや、また、現在使用している教科書とは異なる教科用図書について、採択替えを行うこともで

きることとなっています。本年度はこのような採択の状況となっております。 

【岩本会長】 

 加藤委員、よろしいでしょうか。 

【加藤委員】 

 はい、ありがとうございます。 

【岩本会長】 

 他には、御意見、御質問ありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、諮問事項の１番目、令和４年度義務教育諸学校で使用する教科用図書の採択につい

て、この説明で、各委員の了解を得たということで、よろしいでしょうか。 

 それでは、この件は、了承いたしました。 

次に、諮問事項(2)「教科用図書採択基準について」審議を行います。 

事務局の説明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

引き続き、審議会関係資料の３ページ、「２ 教科用図書採択基準」について説明します。 

神奈川県教育委員会として、教科書採択に関する基準を３つ示しています。 

(1)は、教科用図書の調査研究に当たっては、文部科学省から示される、各発行者が作成した、

発行者ごとの教科書の編集方針等が記載されている「教科書編修趣意書」と、県教育委員会の

「調査研究の結果」等を踏まえ、学習指導要領に基づいて調査研究を行い、採択をすることにつ

いて記載しています。 

(2)については、採択権者の権限と責任を明確にし、公明・適正な採択を担保することが、今後

も一層必要であることを記載しています。 

(3)については、採択に当たっては、各採択地区等における児童・生徒、学校、地域等の特性を

考慮して採択することについて示しています。以上の３点です。 
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【岩本会長】 

ただいまの事務局の説明について、質問、御意見がありましたらお願いいたします。 

特によろしいでしょうか。 

それでは、諮問事項の２番目、教科用図書採択基準について、この説明で、各委員の了解を得

たということで、よろしいでしょうか。 

この件は、了承いたしました。 

それでは、諮問事項(3)「１つの市町村で教科用図書採択地区を構成している場合の採択方法に

ついて」審議をいたします。 

事務局、説明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

審議会資料の４ページを御覧ください。諮問事項(3)「１つの市町村で教科用図書採択地区を構

成している場合の採択方法について」説明します。 

市町村立の小・中学校で使用される教科書の採択の権限は市町村教育委員会にありますが、採

択に当たっては、都道府県教育委員会が「市町村の区域又はこれらの区域を併せた地域」を採択

地区として設定しています。 

参考資料２ページの中段あたり、無償措置法の第 12条が、採択地区に関する条文です。 

市町教育委員会が単独で教科用図書を採択するに当たり、法令上に定めはありませんが、その

採択地区ごとに審議会等を置くことが望ましいとされています。 

したがいまして、この審議会等の機能及び組織について、審議会資料４ページの(1)～(7)に具

体的に示しています。 

少しお時間を取りますので、御覧ください。 

よろしいでしょうか。 

なお、先ほど御覧いただいた、参考資料 13 ページの資料７にお示した通り、神奈川県には現在

25 の採択地区があり、うち 22 の採択地区が１つの市町村で採択地区を構成しています。以上です。 

【岩本会長】 

ただいまの事務局の説明について、質問、御意見がある方はいらっしゃいますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

それでは、諮問事項の３番目、１つの市町村で教科用図書採択地区を構成している場合の採択

方法について、この説明で各委員の了解を得たということで、よろしいでしょうか。 

それでは、この件は、了承いたしました。 

それでは、ここで休憩を取りたいと思いますが、皆様いかがでしょうか。 

はい、それでは休憩としたいと思いますが、再開は 15時 05分ということでよろしいですか。 

それでは、15 分ほどの休憩を取りまして、再開を 15 時 05 分といたします。よろしくお願いい

たします。 
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【事務局（本間グループリーダー）】 

 この休憩の間に、机上消毒、換気をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

  

（休憩） 

 

【司会（水沢指導主事）】 

 それでは、審議を再開させていただきますが、その前に事務局より、皆様に御連絡がございま

す。 

【事務局（本間グループリーダー）】 

 お手数ですが、名簿を御用意いただけますでしょうか。この名簿の役職名について、1 点訂正さ

せていただきます。 

 選出区分１号、上中委員です。上中委員の役職名、指導教諭とあるところを、総括教諭と訂正

をお願いします。以上です。ありがとうございました。 

【司会（水沢指導主事）】 

 それでは、審議のほう、お願いいたします。 

【岩本会長】 

それでは、、審議を再開いたします。 

次に、諮問事項（４）「教科用図書採択地区内に２以上の市町村が存する場合の採択方法」に

ついて、審議を行います。 

事務局、説明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

教科用図書採択地区内に２以上の市町村が存する場合の採択方法について」御説明いたします。 

審議会資料の４ページ及び５ページの４を御覧ください。 

先ほどの概要説明でも申し上げましたが、採択地区が２以上の市町村の区域を併せた地域であ

るときは、当該採択地区の市町村教育委員会は、協議により規約を定め、当該採択地区の市町村

立の小学校及び中学校において使用する教科用図書の採択について協議を行うための協議会を設

けなければなりません。 

先ほど見ていただきました参考資料の 13 ページ「資料７」にありますように、愛甲地区、足柄

上地区、足柄下地区がこれに当たり、「共同採択地区」を構成しています。 

この共同採択地区では、種目ごとに同一の教科用図書を採択しなければならないことになりま

す。 

そこで、それぞれの町でどういう採択の仕方をしたらよいのかということについて県教育委員

会が指導・助言を行います。その内容が、今、説明している(1)～(7)となります。  
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なお、この(1)～(7)の内容につきましては、先ほど見ていただきました「３ 一つの市町村で教

科用図書採択地区を構成している場合の採択方法について」で説明したものと、同様の内容とな

っております。以上です。 

【岩本会長】 

ただいまの事務局の説明につきまして、質問、御意見がありましたらお願いいたします。 

よろしいですか。 

それでは、諮問事項の４番目、教科用図書採択地区内に２以上の市町村が存する場合の採択方

法について、この説明で、各委員の了解を得たということで、よろしいでしょうか。 

それでは、この件は、了承いたしました。 

次に、諮問事項(5)「令和４年度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点について」、

審議をいたします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

審議会資料の５ページを御覧ください。 

令和４度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点についてです。 

まず、「特別支援教育関係教科用図書」とは、そこに記載の通り、小学校若しくは中学校の特

別支援学級又は特別支援学校の小学部若しくは中学部において使用する教科用図書のことです。 

障害のある児童・生徒の障害の程度や発達の状態等に応じて、検定本等を使用する場合と、学

校教育報附則９条本を使用する場合とがあります。この、いわゆる附則９条本については、この

あと特別支援教育課の岩佐より御説明します。 

５ページ中段、「ア 教科・種目に共通な観点」を御覧ください。 

構成は「ア 教科・種目に共通な観点」と、６ページ下段、「イ 教科・種目別の観点」との

大きな２つであり、昨年度の神奈川県の調査研究の観点と同様です。 

まず、「ア 教科・種目に共通な観点」ですが、「(ア)教育基本法、学校教育法及び学習指導

要領との関連」、から「(エ)分量・装丁（そうてい）・表記等」までの項目となり、教科・種目

に共通な観点として、各教科で調査研究を行うこととなります。 

「(ア)教育基本法、学校教育法及び学習指導要領との関連」ですが、教育基本法第１条［教育

の目的］、同法第２条［教育の目標］、及び学校教育法第 30条２項・同第 49条に示されたいわゆ

る「学力の３要素」に基づき、学習指導要領において示された「資質・能力」の３つの柱に基づ

き、各教科の目標を踏まえた工夫や配慮がなされているか、という観点から、３つの項目を設定

しました。 

次に「（イ）かながわ教育ビジョンとの関連」では、かながわ教育ビジョンの基本理念である

「未来を拓く・創る・生きる・人間力あふれる かながわの人づくり」を実現するための教育目

標として、［思いやる力］［たくましく生きる力］［社会と関わる力］というものを掲げており
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ます。神奈川県の調査研究ということで、教科書の中にそういう内容に沿ったものがあるかとい

うところも調査研究します。 

次の（「ウ） 内容と構成」については、学習指導要領の要点を踏まえた工夫や配慮がなされて

いるか。児童・生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされてい

るか。などを観点として設定しました。 

６ページ下段、「イ 教科・種目別の観点」については、平成 31年４月に定めた、「平成 32年

度使用小学校、義務教育学校の前期課程教科用図書調査研究の観点」及び令和２年４月に定めた

「令和３年度使用中学校、義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程教科用図書調査研

究の観点」に準ずるものとしています。以上です。 

【事務局（岩佐指導主事）】 

引き続きまして、諮問事項５について説明いたします。 

まず、特別支援学校や特別支援学級では、小学校・中学校・高等学校と同じ教科書のほか、児

童・生徒の障がいの状態に合わせた教科用図書などを使って学習しております。 

この「児童・生徒の障がいの状態に合わせた教科用図書」と関連いたします学校教育法附則第

９条図書について御説明いたします。 

参考資料の資料 10の 17ページをお開きください。中ほどの※に附則第９条がございます。 

【附則第９条】高等学校、中等教育学校の後期課程及び特別支援学校並びに特別支援学級にお

いては、当分の間、第 34 条の１項（第 49 条、第 62 条、第 70 条第 1 項及び第 82 条において準用

する場合を含む）の規定にかかわらず文部科学大臣の定めるところにより、第 34 条第１項に規定

する教科用図書以外の教科用図書を使用することができる。とあります。 

同じページの下にございます、附則第９条について簡単に説明した図を御覧ください。授業で

教材として用いることのできる図書は、「文部科学大臣の検定本」、「文部科学省の著作本」で

す。 

さらに、特別支援学校や特別支援学級では、検定・著作にかかわらず、文部科学大臣の指定に

より使用できる「学校教育法附則第９条に規定する教科用図書」があり、それらを含めて教科用

図書と定義しております。 

特別支援学校に在籍している児童・生徒は、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由､病

弱・身体虚弱について、特別支援学級に在籍している児童・生徒は、知的障害、肢体不自由、病

弱・身体虚弱、弱視、難聴、自閉症・情緒障害、言語障害について、障害の状態や発達の状態な

どにより、情報の収集、処理、表現及び発信などに困難を伴うことがあり、それらは、一人ひと

り違いがございます。 

そのため、「文部科学大臣の検定本」や「文部科学省の著作本」といった、教科書を使用する

だけでは、学習目標に到達するために十分な効果が得られない場合がございますので、その教科

書以外の物も教科用図書として使用することができるという規定がこの、附則第９条でございま
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す。 

教科用図書は主たる教材として使用されますので、選定に当たっては、児童・生徒がどのよう

な教育課程で学ぶか、ということが重要になっております。 

では、特別支援教育関係で使用されている特徴的な、教科用図書の例を何点か紹介いたします。 

【実物を示しながら】 

高等学校の一部や特別支援学校用の教科書については、その需要数が少なく民間による発行が

期待できないことから、文部科学省において著作・編集された通称「著作本」というものがござ

います。 

特別支援学校においては、主に、視覚障害教育部門や知的障害教育部門で使用されております。 

視覚に障害のある児童・生徒については、「点字本」を使用しております。 

同じく視覚に障害のある児童・生徒のために、「拡大教科書」がございます。「検定本」より

も文字が大きくなっていたり、レイアウトが工夫されたりしております。 

また、知的障害のある児童・生徒のためには通称「星本」と呼ばれている教科用図書がありま

す。「星本」は、指導要領における各教科の内容の段階に対応しており、小学部で☆１つ、☆２

つ、☆３つの３段階、中学部では☆４つ、☆５つの２段階、の計５段階で作成されております。

また、内容や構成は理解しやすさに配慮されたものとなっております。 

【音楽の教科書提示】 

こちらは音楽の「星本」です。星が２つですので、指導要領における、音楽の内容の５段階の

うち２段階目に対応したものとなっております。 

さらに附則第９条に規定される図書として採用されるのは、一般図書と検定教科書の下学年使

用とのものです。そして、一番多いものが一般図書となっております。 

一般図書では【提示】このように絵本や図鑑のように視覚的な情報が多いものがあります。文

字の情報だけでなく絵やイラストいった視覚的な情報のほうが理解しやすい児童・生徒がいるた

めです。 

音楽や楽器の音など、音が出るようなものを使った方が、理解が進むという児童・生徒につい

ては、このような一般図書を教科用図書として使用することが可能となります。 

マナーに関すること、調理に関することなど、生活技術について書かれているものもございま

す。 

当然、言葉に関する学習、或いは数に関する学習の一般図書もあります。 

特別支援学校等では国語、算数等のいわゆる教科の学習をすることに加えて、様々な教科、領

域を合わせた中で、児童・生徒一人ひとりに合った学習が考えられているため、このような一般

図書が教科用図書として使用することができます。 

点字本や星本等の著作本や一般図書については、廊下にも展示しておりますのでお時間がござ

いましたら、御覧いただければと思います。 
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同じように附則第９条図書として検定本を他の学年で使うという、いわゆる「下学年使用」の

場合も認められる場合があります。例えば、中学部３年生の児童・生徒の障がいの程度に応じて、

中学校１年生の教科書を使用した方が、学習効果が上がるというような時には、下学年の教科書

を教科用図書として使用することができます。 

そういった意味で幅広い採択をしていく必要があるのが、この規定であると御理解いただけれ

ばと思います。 

それでは、先ほどの調査研究の観点でございますが、資料 11の 25ページの６を御覧ください。 

まず前文の３行目に「本県の障害のある児童・生徒の障害の程度や発達の状態等に鑑み、題材

等の取扱いが適切なものであるか、工夫や配慮がなされているかという視点に基づき、～」とあ

ります。基本的にはこの観点は、特に特別支援教育に必要な観点の中心となっております。その

中から「この部分が特に…」という点を取り上げて御説明いたします。 

まず、25ページ及び 26ページにございます、ア教科・種目の共通な観点を御覧ください。 

（ア） （イ）については記載の通りとなります。 

（ウ）内容と構成についてですが、上から４丸目を御覧ください。「内容の程度は、児童・生

徒の発達の段階や障がいの状態及び特性等からみて適切であるか。」とあります。これは、児

童・生徒の状況は様々であるということから、それらに合わせて選定をするということであり、

そのような意味では、かなり多くの種類になるということが言えます。 

次に、下から２丸目、「他の教科等及び自立活動との関連について必要に応じて工夫や配慮が

なされているか。」とあります。 

この中で出てくる自立活動とは、障害による学習上または生活上の困難を克服し自立を図るた

めに必要な知識技能を授けることを目的として、設けられた指導領域となります。 

そして、自立活動の指導は特設して行う授業のほかに、各教科の指導においても行われます。 

また、附則第９条図書の説明で触れたように、特別支援学校では、様々な教科、領域を合わせ

た中で、児童・生徒一人ひとりに合った指導が行われております。 

つまり、特別支援学校においては、各教科の指導は、その他の教科や、自立活動の授業と密接

に関連して行われております。 

ですので、教科用図書を選定するに当たっては、他の教科や自立活動との関連性についても検

討の必要があり、ひとつの教科に限定をしない形で幅広い教科領域で使用出来る教科書を採択し

ていくことも大事であるということを、この項目では示されております。 

27 ページの（エ）の分量・装丁・表記等を御覧ください。上から２丸目に「体裁がよく、堅牢

であり、児童・生徒が使いやすく、安全性にも工夫や配慮がなされているか」とあります。 

一般図書は、初めから教科用図書として認められているわけではありませんので、どのような

ものでもよいというわけにはまいりません。 

体裁という点では、年間を通じて使用できる耐久性も求められます。さらに、使用するうえで
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散逸することがあってはなりません。ですので、カード状であったり、パズル状であったりする

一般図書については、教科用図書として選定するためには、散逸しない工夫をすることが前提と

なります。 

安全性という観点においては、主たる教材として、日々使用するものですので形状や使用方法

など、怪我や事故につながる恐れが無いか十分に検討する必要があります。以上でございます。 

【岩本会長】 

 ただいまの事務局の説明について、質問や意見がある方はいらっしゃいますでしょうか。 

 山田委員。 

【山田委員】 

 神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課、山田と申します。 

 １点質問があります。今、事務局のほうから説明がありました観点のところですが、令和３年

度と令和４年度というのは、同様というような趣旨の説明があったのですが、内容が同じとして

捉えてよいでしょうか。 

【岩本会長】 

 事務局お願いいたします。 

【事務局（岩佐指導主事）】 

 はい、御質問ありがとうございます。採択の観点について、事務局よりお答えいたします。 

昨年度より、変更はございません。以上です。 

【岩本会長】 

 山田委員、よろしいですか。 

 他にはいかがでしょうか。特によろしいですか。 

それでは、諮問事項の５番目、「令和４年度使用特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点

について」、この説明で、各委員の了解を得たということで、よろしいでしょうか。 

それでは、この件は、了承いたしました。 

本日の議事は以上ですが、続いて、今後の県立義務教育諸学校の採択の流れについて取り扱い

ます。 

事務局の説明をお願いいたします。 

【事務局（久本指導主事）】 

それでは「今後の県立義務教育諸学校の採択の流れ」について審議会資料の 16ページ及び 17ペ

ージにある資料２、18ページ及び 19ページにある資料３、加えて、20ページにある別表により説

明します。 

県立の義務教育諸学校に該当する特別支援学校の小学部及び中学部、中等教育学校の前期課程

で使用する教科書については、県教育委員会が採択権者となります。 

そこで、本審議会の答申を受け、県教育委員会がそれぞれの学校の採択方針及び採択手続要領
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をつくり、県立特別支援学校及び県立中等教育学校が研究を進めていくことになります。 

「資料２」にそれぞれの学校の採択方針の案を、「資料３」にそれぞれの学校の採択手続要領

の案を示しました。 

続いて別表を御覧ください。令和３年度の義務教育諸学校の教科用図書採択手続きの流れを示

したものです。 

この表の右側が県立の義務教育諸学校の採択の流れです。 

資料２の採択方針及び資料３の採択手続き要領については、４月の教育委員会臨時会に付議し、

議決の後に県立特別支援学校及び県立中等教育学校へ通知します。 

その後、各学校で、採択方針、採択手続き要領に基づき、校長を会長とする専門委員会を中心

に十分な調査研究を行い、採択を希望する教科用図書を選定し、県教育委員会に申し出ることと

なります。 

委員の皆様には、７月の第３回選定審議会でこの採択希望の教科用図書について御審議いただ

きます。その際はよろしくお願いいたします。以上です。 

【岩本会長】 

ただいまの事務局の説明につきまして、質問、御意見がありましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

それでは、県立義務教育諸学校の採択については、説明にあったとおりの流れで進めていただ

きたいと思います。 

それでは、以上で本日の議事はすべて終了いたしました。 

本日審議していただいた諮問事項の(1)から(5)については、後日、会長が答申を作成して、県

教育委員会へ提出したいと考えていますが、よろしいでしょうか。＜賛同多数＞ 

それでは、了承していただきましたので、そのようにいたします。 

最後に、全般を通して、委員の皆様から意見や質問、あるいは事務局への要望等がある場合に

は挙手をお願いいたします。 

特にございませんか。 

それでは、本日の議事を終了いたします。御協力いただきまして、ありがとうございました。 

それでは、司会を事務局へ戻します。 

【司会（水沢指導主事）】 

岩本会長、ありがとうございました。 

最後に事務局から次回の説明をします。 

【事務局（久本指導主事）】 

次回の審議会の予定について説明します。 

本審議会の冒頭で説明しましたように、令和２年度の教科書検定で、中学社会（歴史的分野）に

おいて、新たに発行されることになった教科用図書がありました。したがって、当該種目について
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は、採択替えを行うことが可能となっております。 

そこで、中学社会（歴史的分野）については、専門調査員会を設置し、調査研究を行います。 

市町村教育委員会における採択に先立ち、皆様には、５月28日に諮問事項(6)について御審議いた

だきます。 

場所はここ神奈川県立総合教育センターの研修室を予定しております。いずれの部屋になるかに

ついては、現在、調整しておりますので、改めて御連絡差し上げます。以上です。 

【司会（水沢指導主事）】 

皆様、ありがとうございました。 

本日の日程は全て終了いたしました。 

最後に支援部 部長 宮村より、閉会の御挨拶を申し上げます。 

【宮村支援部長】 

 岩本会長を始め、委員の皆様、本日は、慎重な御審議をいただき誠にありがとうございました。 

第１回目の本日の審議内容については、冒頭に申し上げたとおり、国の法令等に基づいて、主に

手続き、流れ、それを皆様に御理解いただくこと、分からない部分について説明をするというのが

主でございまして、中々、この部分について委員として意見と言っても、言い出しにくかったので

はないかと感じました。本当にありがとうございました。 

今、事務局からありましたように、第２回は５月28日になります。ただ、こういったコロナ禍の

状況でございますので、県内の感染状況等によっては、また急遽、違った対応を求められるケース

もございますので、その際には御連絡いたします。御理解いただければと思います。 

そして、第２回の審議の中身については、これも今、事務局からあったとおり、中学校社会（歴

史的分野）の調査研究資料についてです。 

実は、本日、委員の皆様の机上に資料、参考資料に併せて、こういった冊子が配られているかと

思います。表紙が「教科用図書調査研究の結果」ということで、令和２年６月神奈川県教育員会。

これについては、本当はもう少し分厚い資料なのですが、昨年６月に県教育委員会が発行した調査

研究の資料でして、その中の社会科・歴史のところだけを抜粋したものです。ページでいうと８ペ

ージからが、それぞれの教科書の発行者ごとの調査研究の中身になっています。 

２回目の審議については、イメージとしては、この調査研究資料に新たに１者の教科書の内容が

盛り込まれる形、基本、調査研究の観点は、当然ですが昨年度と同様に行っていきます。専門調査

員会のほうで、５月28日の審議会に、これに新たに一者加わった形のものを皆様に案として提示し

て、御審議をいただき、県教育委員会に答申をしていただくという流れになります。何卒、引き続

きよろしくお願いできればと思っております。 

それでは、これを持ちまして、第１回審議会を終了いたします。 

本日は誠にありがとうございました。 
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【司会（水沢指導主事）】 

以上をもちまして、令和３年度第１回神奈川県教科用図書選定審議会を終了いたします。 

本日は御多用の中ありがとうございました。皆様お気をつけてお帰りくださいませ。ありがとう

ございました。（終了） 


